
教科 学年

6～10

・提示された動きのポイントやつま
ずきの事例を参考に，仲間の課題
や出来映えを伝えている。
・提供された練習方法から，自己
の課題に応じた練習方法を選んで
いる。
・学習した安全上の留意点を，他
の学習場面に当てはめ，仲間に伝
えている。
・練習の場面で，仲間の伝統的な
所作等のよい取組を見付け，理由
を添えて他者に伝えている。
・体力や技能の程度，性別等の違
いを踏まえて，仲間とともに楽しむ
ための練習や簡易な試合を行う方
法を見付け，仲間に伝えている。

・武道の学習に積極的に取り組
もうとしている。
・相手を尊重し，伝統的な行動
の仕方を守ろうとしている。
・用具等の準備や後片付け，審
判などの分担した役割を果たそ
うとしている。
・一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を認めようとしている。
・禁じ技を用いないなど健康・安
全に留意している。

武道 次の運動について，技ができる楽
しさや喜びを味わい，武道の特性
や成り立ち，伝統的な考え方，技
の名称や行い方，その運動に関連
して高まる体力などを理解するとと
もに，基本動作や基本となる技を
用いて簡易な攻防を展開するこ
と。
ア　柔道では，相手の動きに応じた
基本動作や基本となる技を用い
て，投げたり抑えたりするなどの簡
易な攻防をすること。
イ　剣道では，相手の動きに応じた
基本動作や基本となる技を用い
て，打ったり受けたりするなどの簡
易な攻防をすること。
ウ　相撲では，相手の動きに応じ
た基本動作や基本となる技を用い
て，押したり寄ったりするなどの簡
易な攻防をすること。

○知識
・武道は対人的な技能を基にした
運動で，我が国固有の文化である
ことについて，言ったり書き出した
りしている。
・武道には技能の習得を通して，
人間形成を図るという伝統的な考
え方があることについて，言ったり
書き出したりしている。
・武道の技には名称があり，それ
ぞれの技を身に付けるための技術
的なポイントがあることについて，
学習した具体例を挙げている。
・武道はそれぞれの種目で，主とし
て高まる体力要素が異なることに
ついて，言ったり書き出したりして
いる。
・試合の行い方には，ごく簡易な試
合におけるルール，審判及び運営
の仕方があることについて，言った
り書き出したりしている。

保健体育 全学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


